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センター用地の取得ダをし議決

健 設委員会 も組織゜
第
四
回
臨
時
議
会
は
八
月
二
七
日
打

集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
と
決
め
提
案
議

案
の
全
部
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
振
興

セ
ン
タ
ー
と
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、

全
議
員
で
組
織
す
る
建
設
委
員
を
設
け

午
後
閉
会
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
セ
ン
タ
ー
と
庁
舎
建

設
に
伴
う
用
地
取
得
の
議
決
が
主
な
案

件
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
佐
井
村
振
興
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
、
専
決
処
分
報
告
の

二
件
で
あ
っ
た
。

七

、
匸
一
四
㎡
で

一
、
六
一
〇
万
円

庁
舎
と
セ
ン

タ
ー
用
地

と
し

て
計
画

し
て

い
る
面

積
は
、
七
、
一
二
四

㎡
（
七

反
二

畝
六

歩
）
で

Ｉ
、
六
一
〇
万

円
、
こ

の
う

ち
、

道
路
用
地

が
一
八
二

㎡
、
セ

ン
タ
ー
用
地

が
六
、
九
四

几
ｍ
と

い
う

こ
と
で
地
主
に
交

渉
し

て

い
る
。

こ
の
建
設
に
賛
成
さ
れ
、
用
地
の
売

り
渡
し
を
約
束
さ
れ
て
い
る
心
は
次
の

人
達
で
す
。
ご
協
力
に
対
し
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
（
敬
称
省
略
）

辻

茂

三
二

二
ｍ

川
越

正
蔵

四
、
〇
三
七
。ｍ

佐
々
木
仁
吉

一
、
五
四
四
１２

樋
口

留
吉

二

三
（

Ｉ
㎡

北
田

忠
一

一
〇
〇
㎡

建
設
委
員
会
を
組
織

こ
の
議
会
で
は
、
全
議
員
に
よ
る
セ

ン
タ
ー
と
庁
舎
の
建
設
に
伴
う
「
建
設

委
員
会
」
を
設
け
、
こ
の
中
に
常
任
委

員
会
も
設
け
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
石
沢
多
佳
樹
、
副
委
員
長
東

出
昇
、
委
員
樋
口
忠
義
、
同
奥
本
文
男

同
松
沢
勝
雄
、
同
木
部
惣
太
郎

振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
、
そ
の
条
例

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、

目
的
や
設
置
場
所
等
を
決
め
た
。

旅
費
条
例
を
改
正

こ
の
条
例
改
正
は
、
職
員
が
研
修
の

た
め
出
張
し
た
場
合
の
旅
費
額
を
決
め

た
も
の
で
す
。

今
ま
で
普
通
旅
費
が
支
払
わ
れ
て
い

た
が
、
研
修
に
限
り
日
額
の
打
切
り
旅

費
に
し
た
も
の
で
す
。

【センタ ーと庁舎 の‘完成予 想図】



総
事
業
費
六
千
五
十
三
万
円

山
村

後

進

地

域

か

ら

脱
皮

す

る

た

め

産

業

教

育

や

社

会

教

育

な

ど

で

地

元

の

産

業

を

振

興

さ
せ

る

一

方

、

社

会

福

祉

老

人

福

祉

を

目

的

と
し

て

建

設

す

る
の

が

こ

の

振

興

セ

ン

タ

ー

で

す

。

農

林

省

で

は

、、
山

村

振

興

法

の

指

定

地

域

に

な

っ

て

い

る

全
国

の

山

村

地

域

に

セ

ン

タ

ー
を

設

置

し

、
先

進

地

域

な

み

に

振

興

さ
せ

よ

う

と

い

う

目

的

で

、

こ

の

事

業

を

計

画

し

て

い
る

も

の

で

す

幸

い
、

こ

と

し

は

青

森

県

で

は

じ

め

て

わ

が

村

に

設

置

す

る

こ

と

が

認

め

ら

れ

た

も

の

で

す

。

こ

の

建

物

は

、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー
ト

三

階

建

で

Ｉ
、
一
〇
一
八
ｍ
（

約
三

三

三

坪

）

総

事

業

費
は

約
六

千

万

円

で

、

国

と

県

の

補

助

金

が
約

四

千

万

円

、

起

債
約

一

千

万

円

、
村

負

担

が

一
千

百

万

円

で

、

こ

の

う

ち

四

六

年

度

は

約
四

〇
％

を

施

行

す

る

予

定

で
す

。

建

物

の
内

部
は

図

の

と

お

り

で

す

が

研

修
室

、

実
習

室

、

図

書

室

な

ど

八

つ

の
室

か

ら

な

り

。

農

林

水

産

物

加

工

実

習

室

で

は

、

ワ

カ

メ
、

ゴ
ン

グ

、
イ

カ

、

コ

ウ

ナ

ゴ
な

ど

水

産
物

の
加

工

実

習

や

、

山

菜

や

野

菜

な

ど

の

農

産

物

、

林

産
物

の

加
工

な

ど

広

く

皆

さ

ん

に

利

用

し

て

い
た

だ

き

冬

期

間

の

副

業

指

導

も

計

画

さ

れ

て

い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
生
活
改
善
に
関
ず

る
保
存
食
、
栄
養
食
、
離
乳
食
な
ど
の

実
習
も
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
活
改
善
研
修
室
で
は
、
消
費
生
活

講
座
や
生
活
改
善
相
談
、
家
庭
教
育
学

級
、
婦
人
学
級
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

産
業
技
術
研
修
室
で
は
、
農
林
漁
業

に
関
す
る
各
種
相
談
と
技
術
講
習
会
、

青
年
学
級
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

宿
泊
研
修
室
（
三
六
帖
間
）
で
は
各

種
宿
泊
研
修
、
花
道
・
茶
道
教
室
、
老

人
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
利
用
す
る
計

画
で
す
。

二
階
の
総
合
研
修
室
で
は
、
各
種
団

体
の
総
会
や
集
会
、
村
民
の
映
写
会
、

こ
ど
も
た
ち
の
室
内
の
あ
そ
び
場
の
ほ

か
、
室
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
等
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
生
活
相
談
室
で
は
、
血
圧
測
定

や
乳
幼
児
の
検
診
、
各
種
健
康
相
談
等

図
書
室
で
は
、
大
人
、
こ
ど
も
を
問

わ
ず
、
広
範
囲
な
図
書
を
備
え
つ
け
、

み
な
さ
ん
の
教
養
を
高
め
る
一
方
、
村

の
貴
重
な
資
料
を
展
示
す
る
予
定
で
す

セ
ン
タ
ー
に
名
前
を

こ
の
計
画
が
た
て
ら
れ
、
設
計
と
か

国

、
県

と
の
協

議
で
今

日
の
着
工

と
な

っ

た
が
、
セ

ン
タ
ー
の
正
式
な
名
は

ま

『
だ
決
め
て

い
ま
せ
ん
。
作
業
を

進
め
る

上
で
は
「
振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
名
前
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
建
物
の
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
、

だ
れ
に
も
な
じ
み
や
す
い
名
前
を
つ
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

な
か
で
、
よ
い
名
前
を
お
考
え
の
方
は

総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

庁
舎
は

八
千
二
百
万
五
千
円

窓
口
事
務
を
一
本
化
に

現
庁

舎
は
昭
和
十
三

年
頃

に
新

築
さ

れ
た
も
の
で
す

が
、
面
積

が
せ
ま
く
、

し
か
も
古
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

セ
ン

タ
ー
建
設
を
機
会

に
庁
舎
も

新
鄒

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ

階
建
で
八

一
四

１２

（

約
二
四
六
坪

）
、
こ

の
ほ

か
、
車
直

一
七
五

・
五
㎡
（

約
五

三
坪

）
も

建
設

の
予

定
で
す

。

室
別
は
図
で
も
わ
か
り
ま
す

が
、
事

務
室
を

広
く
し
、
冬
期
間
は
ス
チ

ー
ム

暖

房
で
す
か
ら
、
今
の
庁

舎
の
よ
う
に

事
務
室
と
廊
下

の
温
度
が
違
う
と

い
う

こ
と
は
な
く
、
ど
こ
で
も
同
じ
温
度
で

皆
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス

す
る
こ

と
が
で

き

ま
す
。

財
源
内

訳
は
、
三
千
万
円
が

起
債
で

残
り
は
村
費
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
全

体
の
四
〇
％

を
こ
と
し
施
行
す

る
予
定

で
す
。

振 興 セ ン タ ー 庁 舎



青
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

八
月
一
七
日
、

第
二

回
連
合

青
年

団

ス

ポ
ー
ツ
大
会

（
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

）
が

佐
井
小

学
校
グ
ラ
ン

ド
で

開
か

れ
た

。

出

場
チ
ー

ム
は
原

田
、
矢
越
を

の

ぞ
く

六

チ

ー
ム
。
決

勝
で

は
長
後
チ

ー
ム
が

一
五

対
三

で
佐
井
チ

ー
ム
を
下

し
、
二

年
連
続
優
勝
を
か

ざ
っ
た
。

大
会

当
日
は
、
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
祝

福
す
る
か
の
よ
う
な
雲
一

つ
な
い
好
天
。

参

加
団
員
は
約
一
〇
〇
人
、
九
時
開
会
、

佐
井

チ
ー
ム
と
福
浦
チ
ー
ム
の
第
一
戦
か

ら
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、
佐
井
は
福
浦
を
四

対
二

、
磯
谷
を
三

対
二

で
や

よ
り

決
勝

へ

。

長
後
は
牛
滝
を
や

ぶ
り
決
勝
へ

。

決
勝
戦
は
正

午
、
若

者
の
エ
ネ
ル

ギ

ー
が
爆

発
し
て
か
昼

食
を

と

る
の
も
忘

れ
て
の
試
合

。
お
互

い

ガ
ッ

プ
リ
四

つ

に
組
ん
だ
試
合

と
予
想

さ
れ
た
が
、
予

想

は
す
ぐ
う

ら

ぎ
ら

れ
た

。
回

が
進
む

に

つ
れ

長
後
の

強
さ
が
発
揮

さ
れ
、
ホ

ー
ム
ラ

ン
を

含
む
大
量
一
五

点
を

あ
げ

佐
井
を

一
方

的
に
下

し
た

。
佐
井
は
三

点
の

み
に
終
っ

た
。

優

勝
の

長
後

チ
ー

ム
「
お
め
で
と
う
」

お
し
く

も
準
優

勝
の
佐
井
チ
ー
ム
以
下

他
の

チ
ー
ム
に

対
し

て
「
よ
く
頑

張
っ

た
。
」
「
来
年
も
ま
た
頑
張

っ
て
ほ
し

い
」

と

申
し
上

げ
た

い
。
こ

の
よ
う

な
大

会

は
年
一

回
と
い
う
こ
と
で
な
く

、
機
会

あ
る
ご
と

に
開
き
、
佐
井

の
ス
ポ
ー
ツ

振

興
と
体
力

向
上

、
。
吉
年
の
交

流
に
つ

と
め
て

ぱ
し

い
も
の
で
す
。

福
祉
年
金
が
改
善
さ
れ
ま
す

七
〇

歳
以
上

の
お
年
寄
り
や
、

心
身

障
害
者
、
母
子
世

帯
の
方
な

ど
に
支
給

さ
れ

て
い
る
「
福

祉
年

金
」
が
改
善
さ

れ
ま

す
。

ま
ず
、
年
金
額
の

引
き
上

げ
は
、

一
、
老

齢
福
祉
年
金

が
、
月
二

千
円

か

ら
二
千

二
百
円

に

二

、

障
害
福
祉
年
金

が
、
月
三
千
百
円

か
ら
三

千
四
百
円

に

三

、
母
子

・
準

母
子
福
祉
年
金

が
、
月

二

千
六
百
円

か
ら
二

千
九
百
円

に
、

そ
れ

ぞ
れ
今
年

の

Ｉ
〇

月

か
ら
月
額
三

百

円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今

度
の
改
正

で
注
目

さ
れ

る

こ
と
は
、

ね
た

き
り

老
人
な
ど

体
の
不

自
由
な
人
に
は
、
満
六
五

歳
か
ら
老

齢

福
祉
年

金
が
支

給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ

た
こ

と
で
す
。
こ
れ

は
、
目
・
口
・
耳
・

手
足

の
障
害
、
そ
の
ほ

か

結
核

、
精
神

障
害

な
ど
あ
ら
ゆ

る
病
気
や

ケ

ガ
に
よ

る
も

の
で
、
日

常
生
活

が
著
し
く
不

便

な
人

が
対

象
に
な
り
ま
す

。
こ
う
し
た

人
が
五
年

も
早
く
支
給
さ
れ

る
こ
と
は

非
常
に
喜

ば
し

い
ニ
ュ

ー
ス
で
す
。

福
祉
年
金
は

全
額
国

庫
負
担
で
あ
る

た
め
ソ

フ
け

て
い
る
本

人
や
扶
養
義
務

者
に
一

定
以
上
の
収
入

が
あ
る
と
支
給

さ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
制

度
も
今
年

度
か
ら
あ
る
程
度
ゆ

る
め
ら

れ
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
・
障

害
福
祉
年

金
を
う
け
て
い
る
本
人
の
所
得
が
三
二

万
円
以
上
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
れ
が
三
五
万
円
以
上
に
な

り
ま
す
。
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
を

う
け
て
い
る
本
人
や
、
こ
れ
を
扶
養
し

て
い
る
人
の
所
得
は
、
扶
養
親
族
五
人

の
と
き
で
百
五
万
九
千
四
百
円
か
ら
百

四
十
三
万
九
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。

さ
ら
に
、
戦
死
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

ｆ軍人
・
軍
属
の
公
務
扶
助
料
を
支
給
さ

れ
て
い
る
人
た
ち
に
は
、
福
祉
年
金
が

一
部
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
〇

月
か
ら
は
、
准
士
官
以
下
の
う
ち
軍
人

お
よ
び
こ
れ
に
相
当
す
る
旧
軍
属
等
に

は
全
額
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

今
度
の
改
正
で
、
こ
れ
ま
で
福
祉
年

金
が
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
で
も
、
今

年
か
ら
は
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
人
が

か
な
り
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
住
民
係
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

大 会 光 景

優勝の長後 チーム】

去
る
八
月
二
十
二
日
、
青
森
県
、
青

森
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
主
催
で

第
一
回
む
つ
下
北
地
区
身
体
障
害
者
体

育
大
会
が
、
む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
昨

年
ま
で
県
下
一
斉
に
催
さ
れ
て
い
た
が

こ
と
し
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
か
れ
て

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

こ
の
大
会
で
は
ど
の
選
手
の
顔
も
、

か
ら
だ
も
、
生
き
生
き
と
し
、
た
の
し

さ
を
か
く
し
き
れ
な
い
姿
で
わ
れ
わ
れ

を
感
動
さ
せ
た
。

佐
井
村
か
ら
の
参
加
選
手
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

百
メ
ー
ト
ル
競
走

三

位

菊
池
好
美

音
響
競
走

二
位

横
浜
勝
雄

砲
丸
投

一
位一

奥
本
俊
典

二
位

内
藤

栄
、
東
出
下
義

三
位

大
沼
勝
栄

槍
正
確
投

一
位

内
藤

栄

二
位

大
沼
勝
栄

三
位

奥
本
俊
典

槍
正
確
投

一
位

東
出
正
義

立
幅
跳

一
什一

奥
本
俊
典

卓

球
｝
位一

奥
本
俊
典

玉
入
れ
競
技

三
位

菊
池
好
美
、
東
出
正
義

奥
本
俊
典
、
内
藤

栄

横
浜
勝
雄
、
能
登
せ
つ
子

東
出
き
み
子



厶
口
風

に
面
随
え

よ
い
ブ

例
年

、
九

月
ご
ろ

に
な

る
と
日
本

に

接

近
し

て
上

陸
す

る
台
風

が
多
く
な
り
、

台
風

が
来
襲
す
る

と
、
暴
風

、
豪
ｍ

、

高

潮
、

高
浪

な
ど
に
よ

る
河

川
の
は
ん

ら
ん
、

家
屋
の
倒
壊
や
流

失
、
が
け
く

ず

れ
な

ど
の
災
害
が
発

生
し
、
こ
れ

に

よ

っ
て
毎
年

多
く
の
尊

い
人
命
や
財
産

を

失
な

っ
て

い
る
。
こ

の
よ
う
な
災
害

を
で

き
る
だ
け

最
少
限

に
防
ぐ
た
め
、

み
な

さ
ん
の
ふ
だ
ん

か
ら
の
台
風
に
対

す

る
準

備
や
注

意
を
十

分
に
し
て
、
襲

来
す

る
台
風

に

備
え
て

く
だ
さ

い
。

準
備
注
意
事
項

台
風
が
近
づ
く
前
に

Ｉ
、
ラ
ジ
オ
ノ
ア
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で

気
象
情
報
や
防
災
上
の
注
意
事
項
を

よ
く
き
く
。

２
、
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ロ
ー

ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な

ど
を
用
意
す
る
。

３
、
安
全
な
避
難
場
所
や
道
順
を
確
認

し
て
お
く
。

４
、
皇
族
の
氏
名
、
年
齢
、
本
籍
、
住

所
、
血
液
型
な
ど
を
記
入
し
た
氏
名

票
を
作
っ
て
お
く
。

５
、
家
や
塀
な
ど
の
補
修
を
し
、
溝
や

下
水
の
流
れ
を
よ
く
す
る
。

６
、
窓
や
雨

戸
な
ど
は
釘
、
か
す
が
い

な
ど
で
止
め
る
か
、
板
を
あ
て
る
な

ど
し
て
早
め
に
補
強
し
て
お
く
。

７
、
煙
突
、
看
板
、
塀
な
ど
も
風
に
と

ば
さ
れ
な
い
よ
う
、
針
金
な
ど
で
十

分
に
補
強
し
て
お
く
。

８
、
電
気
の
引
込
線
が
た
る
ん
で
い
た

り
、
破
損
し
て
い
る
と
屋
根
や
雨
ど

い
な
ど
に
ふ
れ
、
漏
電
や
ス
パ
ー
ク

を
起
こ
し
火
災
に
な
っ
た
り
感
電
の

危
険
が
あ
る
の
で
、
前
も
っ
て
電
気

会
社
に
知
ら
せ
修
理
し
て
も
ら
う
。

９
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は
倒
れ

た
り
、
浸
水
の
と
き
に
流
れ
た
り
し

な
い
よ
う
安
全
に
と
め
て
お
く
。

１０
、
石
油
類
な
ど
の
危
険
物
の
保
管
に

つ
い
て
は
十
分
注
意
し
、
強
風
や
浸

水
に
あ
っ
て
も
容
器
や
貯
蔵
所
が
破

損
し
な
い
よ
う
安
全
に
つ
い
て
十
分

確
か
め
る
。

台
風
が
近
づ
い
た
と
き

Ｉ

、
被
害
を
受

け
る
お
そ

れ
の
あ
る
地

域
に
住
ん
で

い
る
人

は
、
避
難
の
準

備
と
し
て
次
の
も

の
を

用
意
し
非
常

袋
な
ど
に
入
れ
て

お
く

。

剛

食
料
二
二

二
食
分

と
飲
料
水

閇

ロ
ー
プ
や
帯

③

着
替
え
の
下

着
な
ど

Ｉ
～
二
着
分

圃

医
薬
品

２

、
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
地
域
は
家

財
道
具
を
台

の
上

階
に
移
し
て

お
く
。

３
、
河
川
や
海
岸
近
く
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
川
の
水
か
さ
や
高
潮
、
波
浪

に
注
意
す
る
。

４
、
崖
地
の
附
近
の
人
は
、
大
雨
が
続

く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
崖
く
ず
れ
の
危

険
が
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
す
る
。

５
、
強
風
下
で
の
火
気
の
使
用
に
は
十

分
な
注
意
を
は
ら
う
。

６
、
外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け
兄
合

わ
せ
る
。

避
難
す
る
と
き
の
注
意

―
、
大
の
始

末
や
戸
締
り
を

確
実
に
す

る
。
電

気
の
メ
イ

ン
ス
イ
ッ
チ
を

叨

り
、

ガ
ス

は
元

栓
を
止
め

る
。

２
、
家
族
そ
ろ

っ
て
消
防
、
警

察
な
ど

の
防
災

関
係

者
の
指
示

に
従

っ
て
避

難
す

る
。

３
、
’
老
人

、
幼
児

、
病
人

等
の

い
る
家

庭
で
は

早
め
に
避
難
す

る
。

４
、

切
れ

た
電

線
や
た
れ
下

が

っ
た
電

線

に
は

絶
対
ふ
れ
な

い
こ

と
。

５
、
浸
水

地
帯
を
避
難
す

る
と
き
は
必

ず
長
ぐ

つ
な
ど
を
は
く
こ

と
。
素
足

は
禁
物

で
あ
る
。

二

目
的

こ
の
国
民
健
康
保
険
税
は
一
つ
の
目

的
税
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を

実
施
す
る
村
で
皆
き
ん
に
課
税
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
相
互
扶
助
に
基
づ

い
て
、
国
譟
に
加
入
し
て
い
る
人
達
の

疾
病
、
負
傷
や
出
産
ま
た
は
死
亡
に
対

し
て
必
要
な
給
付
を
行
な
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

二
、
納
税
義
務
者

こ
の
納
税
義
務
者
と
は
、
国
保
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
の
世
帯
主
で
す
。
こ

の
外
に
、
世
帯
主
で
あ
っ
て
も
国
保
に

加
入
せ
ず
（
別
の
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
）
そ
の
世
帯
内
の
だ
れ
か
が
加

入
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

世
帯
主
を
国
譟
加
入
の
世
帯
主
と
み
な

し
て
納
税
義
務
者
と
よ
ん
で
、
ま
す
。

三
、
課
税
総
額

国

保
の
標
準

課
税
総
額
は
、
そ

の
年

度
の
始
め

に
見

込
ん
だ
療

養
の

給
付

と

こ
の
療
養

費
の
支
給
に
要
す

る
事

務
的

な
費
用
の
合

計
額

か
ら
、
療

養
の
給
付

に

つ
い
て
の
一

部
負
担
金
（
国

保
加

入

者
が
医
療
機

関
に
支
払

う
三

割
分

）
を

控
除
し
た
額
の

約
六
五
％

の
額
で
す

。

（
例

）
こ

と
し

の
予
算
で
見
込
ん

だ

療
養
給
付
費

が
百
万
円

、
事
務

的
な

’
経
費
十
万

円
、
一

部
負
担
金
の
見

込

額
二

十
万

円

と
し

た
場
合

次
の
よ
う

な
計
算
で
課
税

総
額
を
出

し
ま
す

。

一
〇
〇
万

円
十
一
〇
万
円
－

二

○
万

円
＝

九
〇
万

円
×

〇

、
六
五
＝

五
八

万
五
千

円
（
課
税

総
額

）

こ
の
五

八
万

五
千
円
分
を
国

保
税
と

し

て
国

保
加
入
者

に
課
税
さ
れ
ま
す

他
の
所

得
税
と
違

い
、

い
く
ら
所
得

が
あ
っ

ら

い
く
ら

課
税

す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
全

体
で

い
く

ら
必
要

の
見
込
だ
か
ら
、
そ
の
必
要

分
を
加
入
者
か
ら
徴
収
し
よ
う
と

い

う
も
の
で
す
。

こ
の
課
税
総
額
は
］
所
得
割

総
額
、

凵
資
産
割
総
額
、
昌

被
保
険
者
均
等
割

総
額

、
四

世
帯
別
平
等
割
総
額
か
ら
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ

課
税

総

額
に
対
す
る
割
合

は

所

得
割
総
額

四

〇
％

資
産
割
総
額

一
〇
％

被
保
険
者
均

等
割
総
額

三

五
％

世
帯
別
平
等
割
総
額

一
五
％

で
す
。

四

、
課
税
額

国

保
税
の
納
税
義
務
者

に
対
す

る
課

税
額

は
、
課
税

総
額

の
区

分
に
応
じ
、

世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す

る
国

保

の
被
保
険
者
に
つ
い
て
算
定
し
た
所
得

割
額
、
資
産
割
額
、
被
保
険
者
均
等

割

額
及

び
世

帯
別
平

等
割
額
の
合

算
額
で

あ
り
、
そ
の
課
税
額
が
七

万
円

を
越
え

て
も
七
万
円
を

限
度
と
し
て

い
ま
す

。

Ｉ

こ
の
う

ち
の
所

得
割
は
、
所
得
割

総
額
を

次
の
算
式
に
よ
っ
て
算

定
し

た

「
あ
ん
分

基
礎
と
な
る
額
」
に
あ

ん

分
し

て
算
定
し

ま
す
。

一

（
総
所

得
金
額

、
長
期
短
期
譲
渡

所
得
の
金
額

、
山
林
所

得
の
金
額
の

合

計
）
十
（

青
色
事
業

専
従
者
給
与

額
又
は
事
業

専
従
者

控
除
額

）

｝－

一

（
割

増
給
与
所

得
控
除
額

）
十
（

基
礎
控

除
額

）Ｔ

あ
ん

分
の
基
礎
と

な

る
額

２
資

産
割
額
は
、

資
産
割
総
額
を
固



定
資
産
税
額

の
う
ち
土
地

及
び
家
屋

に
か

か
る
部
分
の
額

に
あ
ん

分
し
て

算
定
し
ま
す

。

３
被

保
険
者
均

等
割
額
は

、
均
等

ぎ

総
額
を
被

保
険
者
の
総

数
で
除
し
て

算

定
し

ま
す
。

４
世

帯
別
平

等

割
額

は
、
世
帯
別
平

等
割
総
額
を
世

帯
数
で

除
し
て
算

定

し

ま
す
。

五
、
低
所

得
者
に
対

ず
る
国

民
健

康
保

険
税

の
減
額

低
所
得
者

に
対

す
る
国

民
健

康
保
険

税
の
減
額
は

次
の
基
準
に
従

い
、
村

の

条
例
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
そ

の

納
税
者
に
対
し

て
課
せ
ら
れ

る
被
保
険

者
均
等
割
額

及
び
世
帯
別
平
均

割
額
を

減

額
し
ま
す
。
そ
の

減
額
は

１
国

民
健

康
保
険
の
世
帯
主
及
び
そ

の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
に

つ
い

て
算
定
し
た

総
所

得
金
額
等

が
村

民

税
の
基
礎
控

除
額
以
下

の
世
帯

に
つ

い
て
は
、
前
年

度
分
の
被
保
険
者
均

等
割
額

及
び
世

帯
別

平

等
割
額

（
そ

の
額

が
そ
の
年
度
分

の
被
保
険
者
均

等
割
額
又
は

世
帯
別
平

等
割
額
を
越

え
る

と
き
は
、
そ

の
年

度
分
の
被

保

険
者
均

等
割
額

又
は

世
帯
別
平

等
割

額

）
の
十
分
の
六

の
額

２

総
所
得
金
額

等
が
村
民

秬
の
基

礎

控

除
額

に
被
保
険
者
（
納
税

義
務
者

を

除
く

）
一
人
に

つ
い
て
八
万
円
を

。加
算
し
た
金

額
以
下

の
世
帯

に
つ
い

て
は

、
前
年

度
分
の
被

保
険
者
均

等

割
及

び
世

帯
別
平
等
割

の
十

分
の
四

の
額

昭和４６年度分の国保税の税率等の算出

低所得者に対する減額

その世帯の所得金額が１４万円以下の場合

均等割 ８２０円（Ｉ，３６０．＜１，５７０ １，３６０×各＝８１６）

平等割 １，６１０円（２，６７０＜２，９７０ ２，６７０×７ｏ＝ｌ，６０２）

その世帯の所得金額が１４万円をこえる場合

均等割 ５５０円（１，３６０＜１，５７０ ｌ
ｆ
３６０×Ｔｏ＝５４４）

平等割ｉ１，０７０円（２，６７０＜２，９７０ ２，６７０Ｘ＾ ＝１，０６８）

次に，ある世帯の国保税の計算をしてみます。

（Ａの世帯人員。３人，世帯主のみの総所得金額３０万円，固定資産税２千円の場合）

３０万円 一基礎控除１４万円×所得割の税率 Ｍ ＝４，０００円（所得割）Ａ

２，０００円×寶産割の税率＾６＝１，７４０円（資産割）Ｂ

３人×１，５７０＝４，７１０円（均等割）Ｃ，

一世帯当たり ２，９７０円（平等割）Ｄ

Ａ 十Ｂ 十Ｃ十Ｄ＝１３，４２０円この金額が国民健康保険税となりますが，減額の規定

により，

（５５０円×３人）十１，０７０円＝２，７２０円の減額になり

１３，４２０円－２，７２０＝１０，７００円が国保税となります。

このような計算によって国保税が決められますが，疑問な点やわからないことがあ

ったら総務課に問いあわせてください。

苦
し
み
を
の
り
こ
え
て

石

沢

裕

子

私
た
ち
が
歩
ん
で
ゆ
く
人
生
に
は
、

の
り
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
待
ち
う
け
て
い
ま

す
。
毎
日
の
生
活
に
し
て
も
、
勉
強
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
難
に
ぶ
つ
か
っ

て
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
た
り
、
途
中
で

な
げ
だ
し
た
り
し
た
経
験
は
だ
れ
で
も

が
も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
困
難
に
ぶ

つ
か
っ
て
も
、
自
分
の
果
た
す
べ
き
仕

事
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
全
力
を

あ
げ
て
根
気
よ
く
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く

積
極
性
と
強
い
意
志
を
も
っ
て
、
困
難

を
克
服

ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い

と
思

い
ま
す
。

私
が
中
学

校
に
入

学
し

て
、
今
ま

で

に
も
っ
と
も
苦
し
み

、
そ
し
て
強
く

頭

の
中
に
残
っ
て

い
る
で
き
ご
と

の
お
こ

っ
だ

の
は
、

今
年

の
春
の
あ

る
日
曜
日

の
こ
と
で
し
た

。

私
は

ブ
ラ
ス
バ

ン

ド
の

部
長
を
し

て

お
り
、
そ
の
日

も
み

ん
な
が
音

楽
室
に

集
ま
り
、
練
習

に
入

ろ
う
と
し
た

と
き

ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト

が
な
く
な
っ
て

い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

部
員
み
ん
な

で
音

楽
室
は
も
ち

ろ
ん

学
校
の
す
み

か
ら
す

み
ま
で
手

わ
け
し

て
さ
が
し
ま

わ
り
ま
し
た
が
、

ど
う

し

て
も
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を

見

つ
け

る
こ

と

が
で

き
ま

せ
ん

で
し

た
。
ヽ

楽
器
の

な
く

な
っ
た
こ
と
は

学
校
全

体
の

問
題

と
な

り
、
生
徒
朝
会

で
校
長

先

生

か
ら
「
あ

や
ま

ち
は
だ
れ
に
で

も

あ

る
も

の
だ

。
楽
器
を
も
っ
て

い
っ
た

者
は
す
ぐ

も
と
の
所

に
も

ど
す
よ

う
に
」

と
全

校
生

徒
に
呼

び
か
け
、

朝
会

が
終

っ
て
か
ら

学
級
に
入

っ
て
も
、
担

任
の

先
生
か
ら
「
日

曜
日

に
音

楽
室

に
入

っ

た
者
は
だ
れ

か
。
」

と
か
「
ト
ラ
ン

ペ

ッ
ト
を
も
っ
て

い
る
者
を

見
た

大
が
あ

る
か
。
」
な

ど
い
ろ

い
ろ
聞
か
れ
「

と

っ
だ
者
を

知
っ

て
い
る
な
ら
、
と
っ

た

人
の
こ
と
を
話
す
こ

と
が
本
当
の
友

情

な
の
だ
。
」

と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
だ

れ
も
と
っ
た
大
を

知
っ
て
い
る
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。

私
は

ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
部
長
と
し

て

楽
器

の
と
り
あ

つ
か

い
が
十

分
で
な
か

つ
た
た
め
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
も
ち
さ

ら
れ
、
学
校
全
体
を
暗
い
も
の
に
し
、

み
ん
な
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

学
校
に
い
れ
ば
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
に
帰
り
自
分
の
机
の
前
に
す
わ
っ
て

も
、
楽
器
の
こ
と
が
頭
か
ら
は
な
れ
ま

せ
ん
。
ふ
と
ん
の
中
に
入
っ
て
か
ら
も

楽
器
の
な
く
な
る
前
の
よ
う
す
を
思
い

だ
し
て
み
た
り
、
友
だ
ち
か
ら
聞
い
た

楽
器
の
情
報
を
考
え
た
り
し
ま
し
た
。

忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
昨
年
の
九
月
十

四
日
、
全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
青
森

県
大
会
に
出
場
、
優
賞
の
栄
冠
は
私
た

ち
の
頭
上
に
輝
き
ま
し
た
。
手
を
と
り

合
っ
て
感
激
に
む
せ
ん
だ
あ
の
日
。
ク

ラ
ブ
の
卒
業
生
を
送
る
会
の
と
き
、
卒

業
生
た
ち
が
く
り
か
え
し
、
く
り
か
え

し
語
っ
た
「
自
分
た
ち
の
手
で
こ
の
ブ

ラ
バ
ン
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
部
員
み

ん
な
仲
よ
く
し
、
来
年
の
県
大
会
の
た

め
に
Ｉ
生
懸
侖
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
」

先
輩
の
残
し
て
く
れ
た
輝
か
し
い
伝

統
を
、
力
の
な
い
無
責
任
な
部
長
で
あ

る
私
が
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
次
か
ら
次
へ
私

の
頭
を
か
け
め
ぐ
り
、
涙
が
あ
ふ
れ
、

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
学
校
全
体
の
願
い
に
も
か

か
わ
石
ず
、
と
う
と
う
楽
器
は
音
楽
室

に
も
ど
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
今
ま
で
に
私
が
経
験
し

た
中
で
、
最
も
苦
し
か
っ
た
こ
と
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
友
だ



．
ち

や
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
の
部
員
の

励
ま
し

に
よ

り
、
苦
難
を

乗
り
越
え

る
こ

と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
「

楽
器

が
な

く
な
っ
だ
の
は
、

私
に
耐
え

る

力
を
与

え

る
た
め
の
試
練
な

の
だ
。
」

と
考
え

こ

の
事

件
を
き
っ
か

け
に
ま
す
ま

す
ま

と
ま
り
の
あ
る

ブ
ラ
ス

バ
ン
ド

に
す

る

た

め
に
努
力
し
よ
う

と
、
か
た
く

決
意

し

ま
し

た
。

私
た
ち
が
進
む
道

に
は
、
苦
し
み

の

あ
つ
い
か

べ
も
あ
れ

ば
、
だ
ま
っ

て
い

て
も
通
れ
る
た

い
ら
な

道
も
あ
り
ま
す

で

も
、
そ
の
た

い
ら
で
花

が
咲

い
て

い

る

道
を

と
お
る
た
め
に
は
、
苦

し
み
の

と
げ

だ
ら
け
の
道
も
通
っ

て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
た

ち
は
こ
の

よ
う

に
し
て
生

き
て
行
く

の
で

す
。

あ
る
時
は
友
の
や

さ
し

い
親
切
、
暖

か

い
援

助
も
必
要

だ
と
思

い
ま
す
。
そ

れ

に
よ

っ
て
立
ち
な
お

る
大
も

あ
る
で

し

ょ
う

。
し

か
し

、
結

局
は

そ
の
人
白

身
の
心

が
ま
え

に
あ
る
と
思

け
ま
す
。

私
た
ち
の

生
活
の
中

に
は
、

楽
し

さ

よ
り

も
苦
し
み

の
方
が
多
く
あ

り
ま
す

そ

し
て
、
私
た
ち

の
多
く
の
仲

間
は

、

苦
し
み
を
耐
え
し

の
ん
で
目
標

に
む
か

っ
て
、
雄
々
し
く

進
ん
で

い
る
の
で
す

多
く
の

私
た
ち

の
仲
間
が
で

き
る
こ

と
を
、
で
き
な

い
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん

私
た
ち
は
踏
ま
れ

て
も
踏
ま
れ
て
も

、

な
お
た
く
ま
し
く
芽
を

吹
き
出
す

道
草

の
よ
う
に
、

強
く

生
き
て
ゆ
か
な

け
れ

ば
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

（
こ
れ
は
児
童

、
生

徒
の
お

話
し
大

会

で
発

表
さ
れ
た
も
の
で

す
。
）

相
談
係
を
新
設

苦
情
・
相
談
は
ど
し
ど
し

役
場
の
仕
事
に
つ
い
て
要
望
し
た
い

こ
と
や
、
苦
情
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
ず
る
た
め
、
九
月
一
日
付
で
相
談
係

を
設
け
ま
し
た
。
役
場
職
員
の
だ
れ
に

で
も
良
い
し
、
直
接
の
担
当
者
で
も
良

い
の
で
す
が
、
民
生
課
の
受
付
に
申
し

出
く
だ
さ
い
ま
す
と
、
早
速
話
し
合
い

に
応
じ
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
担
当
者
は
、
民
生
課
長
岩
尾
勝

福
祉
係
長
宮
川
忠
で
す
。

村
政
の
窓
口

４

日
熊
谷

代
議
士

、
水
産
庁

建
設
課
長

県
水

産
商
工

常
任
委
員

に
対
し

「
佐

井
漁

港
の
早
期
完
成
」
、「
原
田
、

長

後
、
福
浦

各
漁
港
の
県
管

理
早
期
移

管
」
の
陳

情
。

２３

日
福

浦
漁

港
局
部

改
良
事
業
（
補
助

事
業

）
の
入
札

、
細

川
建
設
が
三

七

六
万

円
で
工
事
を

請
負
う
。

２４

日
建
設
事
業
に

対
す

る
地
方

債
が
内

定
、
（
①
舗

装
道
路
百
六

十
万
円

、

②

セ
ン

タ
ー
道
路
百
四

十
万
円

、
③

振
興
セ
ン

タ
ー
百
五
十
万
円

、
④

庁

舎
一
千
万
円
、
⑤
漁

港
百
二

十
万
円

⑥

消
防
自
動
車
百
四
十
万
円

、
教
員

。

住
宅
（
原
田
、
忤

。
イ
百
五
丿
万
円

。
）

２５
日
振
興
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
で
、

八
業
者
に
対
し
て
説
明
。

２６
日
海
中
公
園
候
補
地
と
し
て
の
本
調

査
（
北
大
水
産
学
部
教
授
一
行
、
仏

ケ
浦
と
ガ
ン
カ
ケ
沖
）

２７
日
セ
ン
タ
ー
及
び
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
地
主
に
売
買
交
沛
と
現
地
測
量
。

９
月
２
日
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎
の
入
札

竹
中
工
務
店
が
一
億
三
千
三
百
万
円

で
工
事
を
請
負
う
こ
と
に
決
ま
る
。

水
道
料
を
免
除
し
ま
す

両

佐
井

、
原

田
〈
六

、
七
月
分
〉

簡
易
水
道
の
故
障
で
両
佐
井
、
原
田

の
み
な
さ
ん
に
は
大
へ
ん
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
両
佐
井
と

原
田
地
区
の
水
道
料
を
六
月
分
と
七
月

分
の
二
ヵ
月
分
は
納
め
な
く
て
も
良
い

こ
と
に
し
ま
し
た
ら

す
で
に
下
信
へ
払
い
込
み
し
た
家
庭

に
つ
い
て
は
、
後
の
月
へ
振
り
む
け
ま

’す
か
ら
ご
丁
承
く
だ
さ
い
。

人

事

移

動
。

〈
九

月
一
日
付
〉

総
務

課

樋
口

秀
視
（

民
生

課
）

会

計
係

岡
本

良

夫
（

総
務
課
）

運
転

手

川
畑

清

〈
採

ヽ
用

〉

保
育
所
用

務

員

碇
谷
と
く

〈
採
用

〉

こ
の
ほ

か
、

職
員
の
職
名
も

か
わ
り

今
ま
で
の

書
記
、
書
記
補
が
主
事
、

主

事
補
に
な
り
ま
し

た
。

カ
ッ
コ
内
は
旧
職
種

冗

月
一
日
現
在
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

伊
藤

環
（
道
子
）

古
佐
井

奥
本

太
郎
（
道
也
）

大
佐
井

山
路

公
子
（
英
夫
）

古
佐
井

萬
谷
真
紀
子
（
清
春
）

原

田

ご
結
婚
お
め
で
と
う

若

山

剣
干

大
佐
井

若

山

俊
子

大
佐
井

小
沢

昭

利

古
佐
井

浅
見

節
子

大
間
町

岩
泉

正

二

大
間
町

瀬
原

春
子

夫

佐
井

木
部

定
吉

ぼ

Ⅲ

泉
田

光
子

江

釣
子
村

藤
原

春
男

杵
築
市

今

信
子

古
佐
井

能
登

孝

古
佐
井

久
保
田
和
子

む
っ
市

阪
東

利

美

興

部
町

川
岸

征
子

古

佐
井

佐
々
木
由
勝

江

別
市

東
出

節
子

原

田

ご
逝

去
お
く
や
み

申
し

ま
す

金
丸

り
ゑ
（
克

呑

大
佐
井

川
村

猛

道
（
子
之
蔵

）

糠

森

川
畑

む
め
（
徳
次
郎

）

矢

越

宮

川
時

次
郎
（
時
三

懸

矢

越

編

集

後

記

立
秋
（
八
月
八
日
）
か
ら
も
う
一
月

過
ぎ
ま
し
た
。
暦
の
う
え
で
は
秋
に
な

っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
は
秋
ら
し
い
実

感
が
湧
い
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

台
風
二
十
三
号
が
日
本
を
い
た
め
つ
け

太
平
洋
に
去
？
で
か
ら
、
す
っ
か
り
秋

の
け
は
い
が
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。出

か
せ
ぎ
の
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。
今
ふ
一
番
働
き
や
す
い

季
節
で
す
ね
。
恰
も
、
残
す
仕
事
は
も

う
四
ヶ
月
足
ら
ず
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
期
間
に
は
事
故
を
お
こ
さ
ず
、
十
二

月
に
は
元
気
な
姿
で
帰
村
し
て
く
だ
さ

い
。九

月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す

こ
の
日
に
限
っ
て
老
人
向
き
の
ご
ち

そ
う
や
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
の
は
、
か
え

っ
て
水
く
さ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
日
を
機
会
に
、
何
か
楽
し
み

に
な
る
贈
り
物
と
か
、、
作
る
喜
び
を
持

た
せ
る
も
の
滯
ど
考
え
て
選
ん
で
さ
し

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
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